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一　般　会　計

歳  

入  

内  

訳

歳  

出  

内  

訳

歳入総額
556億9,763万円

対前年度比
30億1,968万円減

歳出総額
532億6,495万円

対前年度比
36億7,685万円減

歳出

議会費   3億円

総務費
93億円

民生費
170億円

衛生費
46億円

労働費・商工費・
農林水産業費
31億円

土木費
54億円

消防費
26億円

教育費
58億円

公債費
52億円

歳入

市税
168億円

地方交付税
174億円

分担金・使用料等
11億円

国庫支出金
67億円

県支出金
35億円

地方譲与税等
30億円

繰入金  3億円

市債
39億円

その他
30億円

※（　）内の金額は、前年度との比較

市税
168億436万円（２億9,069万円減）
皆さんからの市民税、固定資産
税、軽自動車税等

県支出金
35億2,703万円（１億8,580万円増）
県が特定の事務事業に対して交
付するお金

繰入金
２億7,232万円（５億9,280万円減）
各種基金から繰り入れるお金

地方交付税
174億4,773万円（６億1,446万円減）
人口や税収に応じて国から再配
分されるお金

市債
38億7,460万円（17億3,320万円減）
市が行う事業等の借金

分担金・使用料等
11億1,776万円（2,188万円減）

保育所や幼稚園の保育料、市営
住宅家賃など

国庫支出金
66億5,592万円（１億2,889万円減）
国が特定の事務事業に対して交
付するお金

地方譲与税等
29億6,892万円（９億3,783万円増）
国や県が徴収した税のうち、市
町村に配分されるお金

その他
30億2,899万円（７億6,139万円減）
諸収入、寄附金、財産収入、繰越
金

総務費
92億6,798万円（１億9,578万円減）
人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

土木費
54億1,055万円（１億5,736万円減）
道路、公園、公営住宅等の整備や
除雪など

民生費
169億9,517万円（3,168万円増）

児童、高齢者、しょうがい者の福
祉推進など

消防費
25億5,954万円（５億4,609万円増）
消防・救急活動、水防や災害対
策、原子力対策など

衛生費
45億8,892万円（４億4,965万円減）
予防接種、母子保健、健康増進や
ごみ、し尿の処理など

教育費
58億4,394万円（16億1,230万円減）
学校の管理運営や施設整備、生
涯学習の推進や文化財の保護等

労働費・商工費
・農林水産業費
30億8,971万円
（３億9,902万円増）

勤労者の福祉、商業・観
光、農林水産業の振興
など

公債費
51億9,628万円
（21億8,820万円減）

これまでの施設整備な
どのために借りられた
お金の返済

議会費
２億7,587万円
（813万円増）

市議会の運営経費

災害復旧費
3,699万円
（5,848万円減）

台風等の災害を受けた
箇所の復旧経費
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平成27年度　決算報告

特　別　会　計

企　業　会　計

区分 歳入 歳出 差引 特徴

国民健康保険 144億8,977万円 143億9,992万円 8,985万円

１人当たり医療費が増え、財源不足が見込まれた
ため、保険料率を引き上げるとともに、併せて基
金を取り崩すことにより対応しました。引き続き、
安定的な運営に努めます。

診療所 ３億480万円 ２億8,902万円 1,578万円

平成27年４月から塩津・永原診療所を指定管理
者による運営とし、医療提供体制の確保に努めま
した。診療所運営は厳しく、基金繰入で対応する
状態が続いており、効率的な運営に努めます。

後期高齢者
医療保険 12億1,087万円 12億904万円 183万円

後期高齢者医療制度は、市と滋賀県後期高齢者医
療広域連合が事務を分担し運営しており、市は保
険料の徴収事務等の業務を担っています。

介護保険 105億8,612万円 104億5,100万円 １億3,512万円
保険料の増などで歳入は前年度を上回りました。
差引額は、国県支出金等の確定に伴う返還金の財
源とするため繰越しました。

休日急患診療所 4,068万円 3,726万円 342万円
湖北医師会の協力のもと、内科および小児科の初
期救急医療を実施しました。受診者数は4,100人
を超え、救急病院の負担の軽減を図りました。

公共下水道 57億4,979万円 56億3,749万円 １億1,230万円
流域下水道の維持管理負担金単価が、見直しにより
上昇しましたが、現在のところ使用料で管理費の全
額と資本費の一部を回収できている状況です。

農業集落排水 13億9,698万円 13億9,674万円 24万円
単独処理のため汚水処理費が割高となり、使用料
で管理費の全額が回収できていません。今後は公
共下水道への統合を進め、経営の改善に努めます。

簡易水道 ９億2,892万円 ９億572万円 2,320万円
現在、施設の統合を進めており、今後も更なる経
営の合理化、効率化を図るため、平成29年４月
の長浜水道企業団への事業統合を進めます。

病院事業
長浜病院 湖北病院

収益的収入 収益的支出 収益的収入 収益的支出
126億8,402万円 136億4,690万円 25億7,184万円 26億2,250万円

純損益　△９億6,288万円
（経常損益　△８億2,571万円）

純損益　△5,066万円
（経常損益　△1,191万円）

　深刻な医師不足や、機器・設備の更新など、医療機関を取り巻く環境は、依然として厳しい状況にあります。今後も両
病院がそれぞれの機能を生かしながら、地域の基幹的な公立医療機関としての使命を踏まえ、診療体制の充実を図ります。

老人保健施設事業
収益的収入 収益的支出

４億4,132万円 ４億2,486万円
純損益　1,646万円 （経常損益　1,640万円）

　利用者数は、前年度と比較し増加しました。今後も介護ニー
ズに応えるべく、湖北病院と連携を図り、適切な介護サービ
スを提供していきます。

木之本・高月水道事業は、平成27年４月か

ら長浜水道企業団へ事業統合しました。

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計

国民健康保険、介護保険のように対象者が限られるなど、一般会計と区別する必
要のある会計

水道など、民間企業と同じように利用料をもらってその利益で運営している会計

市の会計

一般会計

特別会計

企業会計
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平成27年度　決算報告

健全化判断比率　財政状況を判断する５つの指標

すべての項目でクリア
　自治体財政が健全かどうかは下表①～⑤の指標で判断します。
　本市の平成27年度決算に基づく健全化判断比率は、すべての指標において基準をクリアしています。ただ
し、基準をクリアすれば問題がないわけではなく、他の財政指標も含めて総合的に財政状況を分析していく
必要があります。
　市町合併による普通交付税の特例措置の縮小は始まっており、今後も平成26年８月に定めた財政計画に基
づき、さらなる健全化を進めていきます。

指　　標 解　　　説 長浜市 県内平均 早期健全化基準※
①実質赤字比率 財政規模に対する一般会計の赤字の割合 赤字なし 赤字団体なし 11.60%

②連結実質赤字比率 財政規模に対する一般会計、特別会計、企
業会計すべての会計の赤字の割合 赤字なし 赤字団体なし 16.60%

③実質公債費比率
財政規模に対する年間の借金返済額の割
合。これが高いのは借金返済に縛られてい
ることを意味します。

8.5% 7.9% 25.0%

④将来負担比率
財政規模に対する将来負担が見込まれる負
債の割合。これが高いと、今後の財政運営
に問題が出る可能性が高くなります。

なし 14.5% 350.0%

⑤資金不足比率 公営企業ごとの事業規模に対する資金不足
額の割合 なし

※この基準をこえると、財政再建のための計画をつくり、立て直しに取り組む必要があります。

平成27年度はこんなことに取り組みました
曳山まつりユネスコ無形文化遺産登録
推進事業　　4,439万円
　登録を契機に曳
山文化を情報発信
するため、首都圏
でのPRやシンボル
マークの作成等に
取り組みました。

　集客・交流人口の増
加を図るため、東京上
野に情報発信拠点を開
設しました。ここでは、
常時１体の観音様を展
示するなど、観音文化
の魅力を伝えています。

びわ湖長浜KANNON HOUSE開設　4,460万円

インバウンド事業　1,649万円 朝鮮通信使ユネスコ記憶遺産登録推進事業
 417万円　外国人観光客を長浜

に呼び込むため、観
光パンフレット・観光
マップ・HP等の多言
語化や観光情報のPR
映像を作成し、海外に
発信しました。

　移住相談窓口の強化や移住情報ポータルサイ
トの開設をしました。また、大手雑誌メディア
とタイアップし、大都市圏の若者を対象に、長
浜の暮らしの魅力を発信しました。

　本市ゆかりの雨
森芳洲が随行役を
務めた朝鮮通信使
に関する資料が、
ユネスコ記憶遺産
の登録見込みとな
り、記念シンポジ
ウム等を開催しま
した。移住・定住促進　935万円

広報ながはま　2016年11月 4

子ども・子育て

高齢者、しょうがい者にやさしいまち

小学校体育館、中学校武道場耐震化

２億1,590万円 　小中学生対象の科
学講座などを実施す
るとともに、「長浜学
びの実験室」開設へ
向け、電子顕微鏡な
どの備品を整備しま
した。

理系人材育成支援　3,042万円

　子どもたちの安全確保のため、地震時に落
下する恐れのある吊り天井の落下防止対策工
事を小学校４校、中学校３校で実施しました。

妊娠出産包括支援　435万円
　助産師や保健師等医
療専門職による相談支
援や保護者交流を図る
サービスの負担金を一
部助成するハッピー子
育てチケットを発行
し、268件の利用が
ありました。

子育て情報発信　272万円
　行政情報だけでな
く、市民目線・市民発
信の子育て情報を融合
した子育て応援サイト
「ながまるキッズ！」を
開設しました。

小学校低学年指導強化事業

3,060万円
　学びの土台作りとなる低学
年時に「学習習慣の徹底」を
図るため、学習指導支援員を
24人配置しました。

ジュニアアスリート育成　50万円

　（公財）長浜文化スポーツ振興事業団、
びわこ成蹊スポーツ大学と連携し、小学
校３～５年生を対象に全国規模で活躍で
きる選手の育成を図りました。

多世代交流・多機能型福祉拠点づくり 1,000万円
　既存の地域密着型
の高齢者福祉施設
の特徴を生かし、認
知症カフェや出前講
座、介護情報紙の発
行などを行う法人を
助成し、地域福祉の
拠点づくりを図りま
した。

手話奉仕員養成　26万円

　手話によるコミュニケーションの普
及を図るため手話奉仕員養成講座を実
施し、27人が修了しました。
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平成27年度　決算報告

長浜市北部の元気づくり

災害に強いまちづくり

地域経済対策・産業育成

地域おこし協力隊配置　1,659万円
　国の制度を活用し、地
域の活性化を図り、移住
定住へ繋げていくため、
北部地域に６人の若者を
呼び込み、自伐型林業の
モデル事業等に取り組み
ました。

奥びわ湖恋人の聖地化事業　500万円
　奥びわ湖パーク
ウェイ展望台を恋
人の聖地として、
広くPRし、集客
を図るため、モ
ニュメント等の整
備を行いました。

移動系防災行政無線　６億8,848万円
　災害パトロー
ル車などと本部
をつなぐ通信手
段を整備。併せ
て整備した河川
監視カメラ等と
ともに災害対策
を行います。

　指定避難所の
うち８ヶ所の小
中学校に防災倉
庫と発電機等の
資機材を配備し、
避難所の運営を
円滑にしました。

避難所運営支援　1,285万円

プレミアムお買い物券・子育て応援プレミアム
お買い物券 １億4,826万円
　市民の消費を喚起し、
地域経済の活性化を図
り、併せて子どもの数に
応じて、子育て世帯の応
援も実施しました。

本社機能移転促進　29万円
　市外の企業に本社機
能を移転してもらうた
め、チラシを作成し配
布するほか、企業訪問
を実施しました。

農業再生産緊急支援事業助成金　1,308万円
　稲作用主要農業機械
の延命利用および長寿
命化を推進するため、機
械の修繕や点検費用の
一部を助成し、米価下落
の影響を受けた農業者
の経営を支援しました。

自伐林家養成事業　270万円
　自ら森林整備や伐
採した木材の搬出、
販売などを行う自伐
林家を養成するた
め、講習会や山の活
用についての相談会
を実施しました。
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元気なまち、住みよいまちづくり

環境にやさしいまちづくり

豊公園テニスコート整備　２億5,054万円
　豊公園に砂入り人
工芝のテニスコート
16面を整備し、天皇
賜杯、皇后賜杯全日
本ソフトテニス選手
権大会が開催されま
した。

　湖岸道路や豊公園
から長浜駅西口広場
へのアクセス道路整
備を実施しました。

豊公園長浜駅線整備　4,852万円

湖北野鳥センターリニューアル　490万円長浜城歴史博物館等リニューアル

１億3,054万円
　長浜城歴史博物
館と高月観音の里
歴史民俗資料館の
空調改修と展示室
のリニューアル工
事を実施しまし
た。

　湖北野鳥セン
ター展示室のリ
ニューアル工事
を実施しました。

中心市街地活性化推進事業　1,627万円
　地域にある生活文
化を産業として具体
化させる活動やコン
セプトショップの整
備に対して、支援を
行いました。

所得証明書コンビニ交付　1,886万円
　マイナンバー
カードなどを利用
し、コンビニで所
得証明書の交付を
受けられるように
なりました。

住宅エコ改修　636万円 再生可能エネルギー導入事業　4,651万円
　住宅を省エネ性能のあるものに改修した住
宅所有者に工事費の一部を助成しました。

　市、家庭、企業、
地域などの取組み
により、再生可能
エネルギー年間導
入 量 は 約1,300
万kWhとなりま
した。
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３
日
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の
日
」
に
、
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に
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表
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す
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・
敬
称
略
）

自
治
功
績
表
彰

◆
長
浜
市
公
有
財
産
審
議
会

　
委
員
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
桐
山

　
郁
雄
（
彦
根
市
城
町
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

　
市
民
の
幸
福
増
進
に
寄
与

　
和
藏

　
順
人
（
西
浅
井
町
山
門
）

◆ 

農
業
委
員
と
し
て
農
業
の
発
展
と

　
農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与

北
村

　
富
生
（
鳥
羽
上
町
）

井
上
弥
壽
夫
（
佐
野
町
）

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　

田
　
隆
雄
（
朝
日
町
）　

　
　
　

　
中
川

　
隆
子
（
大
戌
亥
町
）

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い

　
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
久
澤

　
正

（
西
浅
井
町
庄
）

　
髙
橋

　
要
雄
（
木
之
本
町
木
之
本
）

◆
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
河
瀬

　
賀
昭
（
八
幡
中
山
町
）

　
木
戸

　
壽
三
（
元
浜
町
）

　
三
ツ
橋
武
男
（
元
浜
町
）

　
樋
口
元
太
郎
（
大
島
町
）

　
北
川

　
邦
裕
（
元
浜
町
）

　
浅
見

　
信
夫
（
朝
日
町
）

◆
消
防
団
員
と
し
て

　
自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

中
嶋
佐
知
子
（
加
納
町
）

池
田
奈
津
子
（
四
ツ
塚
町
）

岩
﨑

　
秀
樹
（
高
田
町
）

髙
田

　
　
律
（
室
町
）

伊
藤

　
誠
一
（
勝
町
）

西
嶋

　
宏
生
（
四
ツ
塚
町
）

加
納

　
義
之
（
加
納
町
）

田
中

　
盛
雄
（
春
近
町
）

岡
　
俊
明
（
尊
勝
寺
町
）

山
田

　
正
美
（
相
撲
庭
町
）

山
田

　
泰
幸
（
相
撲
庭
町
）

髙
山

　
俊
彦
（
高
山
町
）

髙
山

　
　
満
（
高
山
町
）

奥
出

　
和
憲
（
細
江
町
）

中
川

　
孝
仁
（
曽
根
町
）

勝
木

　
昌
浩
（
大
浜
町
）

吉
田
伊
三
男
（
南
浜
町
）

森
川

　
　
学
（
難
波
町
）

髙
宮

　
健
司
（
田
町
）

中
村

　
幸
弘
（
湖
北
町
山
本
）

上
野

　
淳
一
（
湖
北
町
伊
部
）

熊
洞

　
直
樹
（
高
月
町
落
川
）

岩
本

　
善
隆
（
高
月
町
森
本
）

中
村

　
孝
明
（
高
月
町
落
川
）

前
田

　
孝
博
（
高
月
町
重
則
）

木
村

　
和
繁
（
高
月
町
東
柳
野
）

𦚰
田

　
尚
弘
（
高
月
町
磯
野
）

北
野

　
　
晃
（
木
之
本
町
小
山
）

髙
橋

　
正
興
（
木
之
本
町
古
橋
）

柴
行

　
高
士
（
木
之
本
町
田
居
）

文
化
の
日表彰

に
輝
く
人
た
ち
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武
友

　
邦
彦
（
余
呉
町
下
余
呉
）

杉
山
　
忠
彦
（
余
呉
町
下
丹
生
）

阿
辻
　
進
則
（
西
浅
井
町
岩
熊
）

長
谷
川
　
尚
（
西
浅
井
町
祝
山
）

藤
原
　
哲
也
（
西
浅
井
町
塩
津
中
）

松
岡
　
克
典
（
西
浅
井
町
大
浦
）

社
会
功
績
表
彰

◆
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

江
川
　
克
哉
（
宮
前
町
）

野
田
　
恵
加
（
大
戌
亥
町
）

藤
林
　
久
輝
（
大
戌
亥
町
）

上
津
　
昌
広
（
大
戌
亥
町
）

板
東
　
宏
樹
（
寺
田
町
）

◆
歯
科
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

大
音

　
篤
之
（
木
之
本
町
木
之
本
）

◆
健
康
推
進
員
と
し
て

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

　
推
進
に
寄
与

宮
本
香
代
子
（
三
ツ
矢
町
）

横
田
　
佳
子
（
永
久
寺
町
）

前
田
　
厚
子
（
宮
司
町
）

千
田
み
の
り
（
山
階
町
）

中
川
　
壽
子
（
南
浜
町
）

田
中
　
惠
美
（
三
川
町
）

田
中
由
美
子
（
高
月
町
高
月
）

佃
　
美
恵
子
（
木
之
本
町
大
音
）

速
水
　
圭
子
（
木
之
本
町
大
音
）

髙
橋
ふ
き
子
（
木
之
本
町
西
山
）

三
家
み
ち
代
（
木
之
本
町
赤
尾
）

橋
本
佳
代
子
（
西
浅
井
町
余
）

岩
佐
　
三
栄
（
西
浅
井
町
山
田
）

◆
結
婚
相
談
員
と
し
て
活
気
あ
る

　
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
藤
井
喜
美
代
（
余
呉
町
下
丹
生
）

◆
き
ら
り
ま
ち
か
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
湖
北
認
知
症
の
人
を
支
え
る

　
　
家
族
の
会
「
い
ぶ
き
の
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
町
）

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

　
河
村
　
吉
弘
（
神
前
町
）

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

　
観
光
振
興
に
寄
与

　
植
谷
　
善
之
（
朝
日
町
）

　
草
野
　
佳
代
（
朝
日
町
）

　
岸
田
　
佳
子
（
湖
北
町
山
本
）

教
育
文
化
功
績
表
彰

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

　
市
民
の
体
育
振
興
と

　
健
康
増
進
に
寄
与

　
田
川
　
博
之
（
安
養
寺
町
）

◆
音
楽
活
動
を
通
じ
て

　
市
民
の
文
化
振
興
に
寄
与

　
福
永
　
早
苗
（
勝
町
）

　
益
子
　
進
也
（
米
原
市
宇
賀
野
）

◆
姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
・

　
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
と
の

　
交
流
を
通
じ
て
地
域
・
文
化

　
振
興
に
寄
与

　
馬
渕
　
紘
子
（
一
の
宮
町
）

◆
長
浜
曳
山
ま
つ
り
を
通
じ
て

　
地
域
の
伝
統
文
化
の

　
振
興
に
寄
与

　
長
浜
曳
山
祭
總
當
番
（
宮
前
町
）

◆
日
本
語
教
室
を
通
し
て

　
外
国
人
市
民
の
日
本
文
化
の

　
理
解
促
進
に
寄
与

　
長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
　
日
本
語
教
室
（
神
照
町
）

感
謝
状

◆
市
の
発
展
の
た
め

　
多
額
の
浄
財
を
寄
付

　
な
が
し
ん
福
祉
奉
仕
会
（
元
浜
町
）

　
株
式
会
社
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
港
区
）
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ながはま・こほく創業塾受講生募集
  問（一社）長浜ビジネスサポート協議会（長浜北商工会）（☎８２－５０５１）

11月の長浜市民献血デーにご協力ください
11月12日(土)　西友長浜楽市店駐車場　11月26日（土）　イオン長浜店駐車場
【受付時間】10時～12時、13時～15時30分　★400ｍL全血献血をお願いします。
※詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。(http://shiga.bc.jrc.or.jp/)

　創業を考え中の人、新規事業の立上げを目指す人を対象

に第６期生の受講生を募集しています。創業等に必要な経

営や経理の知識を楽しく学べます。創業塾は、市と支援機

関が共同で実施している連続講座です。夢を実現したい人

が安心して受講できます。

【と　き】11月６日（日）～12月18日（日）
全７回（毎週日曜日）　

13時～18時（終了時間は各回で多少異なります。）

※第２回目からの参加も可能です。

【ところ】市役所本庁舎１階　多目的ルーム
【受講料】無料
【申込み】電話かFAX、または直接右記まで。

問合せ・申込先
〒529－0425 木之本町木之本1952

（一社）長浜ビジネスサポート協議会事務局

（長浜北商工会）

☎８２－５０５１　  ８２－４６１１

河
村
　
吉
弘
さ
ん

（
神
前
町
）

　
地
域
の
冠
婚
葬
祭
や
日
用
の
和
菓
子
な

ど
、
餅
製
造
の
職
人
と
し
て
40
年
以
上
製

造
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
地
域
商
店
街
振

興
に
尽
力
。
業
界
の
発
展
に
も
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
ひ
と
す
じ

　
明
治
19
年
創
業
の
和
菓
子
店
「
も
ち

安
」
に
生
ま
れ
、
餅
に
親
し
ん
で
育
ち

ま
し
た
。
京
都
の
和
菓
子
店
で
修
業
後
、

３
代
目
で
あ
る
父
親
に
つ
い
て
学
び
、
餅

職
人
と
し
て
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　
父
親
の
後
を
継
い
で
以
来
、
大
福
や

お
は
ぎ
、
赤
飯
な
ど
を
作
り
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
い
つ
か
は
店
頭
で
食
べ
て

も
ら
え
る
も
の
を
作
り
、
地
元
商
店
街

を
盛
り
上
げ
た
い
と
夢
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
念
発
起
し
て
始

め
た
の
が
、〝
ゆ
う
壱
番
商
店
街
〞
の
名

前
を
冠
し
た
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
だ
ん
ご
」

で
す
。
あ
っ
さ
り
し
な
が
ら
も
味
わ
い

深
い
た
れ
を
作
る
の
に
大
変
な
苦
労
を

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
番
難
し
い
の
は
餅
の
つ

き
具
合
。
京
都
で
の
修
業
時
代
以
来

ず
っ
と
餅
を
つ
い
て
い
ま
す
が
、
い
ま

な
お
難
し
さ
と
奥
深
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

餅
を
つ
き
た
い
と
意
欲
が
出
ま
す
し
、

丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た
餅
を
通
じ
て
人

と
繋
が
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
初
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
技
術
を
守
り
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら

な
い
味
を
お
客
様
に
届
け
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
日
夜
努
力
を
続
け
ま
す
。

伝
統
の
味
を
守
り

　
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
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原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
防
災
危
機
管
理
局
（
☎
６
５

－

６
５
５
５
）

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
被
害
で

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ワ
ウ
な
ど
の
鳥

獣
に
よ
る
被
害
対
策
と
し
て
、
委
託
に
よ
る
捕
獲
の
実
施

や
、
防
護
柵
の
設
置
・
修
繕
、
追
い
払
い
用
具
の
購
入
等
の

費
用
に
対
す
る
自
治
会
へ
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
自
治
会
へ
出
張
し
て
、
効
果
的
な
対
策
や
事
例

紹
介
な
ど
を
行
う
「
出
前
講
座
」
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
へ
の
被
害
で
お
困
り
の
人
は
、

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

有
害
鳥
獣
（
ニ
ホ
ン

ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
）

を
捕
獲
す
る
た
め
に

は
、
狩
猟
免
許
の
他

に
許
可
が
必
要
で
す
。

　 

　
無
免
許
・
無
許
可

に
よ
る
捕
獲
行
為

（
お
り
等
の
設
置
）
は

違
法
で
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
森
林
整
備
課
鳥
獣
害
対
策
室
〈
東
館
２
階
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
５

－

６
５
２
６

　
北
部
振
興
局
農
林
課
〈
北
部
振
興
局
２
階
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
８
２

－

５
９
０
２

　
福
井
県
の
美
浜
発
電
所
で
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
と

　
き
】
11
月
20
日
（
日
）

【
訓
練
の
流
れ
】

◆
市
内
全
域
で
の
屋
内
退
避
訓
練

　
７
時
15
分
〜
25
分

　
防
災
行
政
無
線
で
、
訓
練
の
開
始
と
終
了
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
開
始 

「
原
子
力
防
災
訓
練
を
開
始
し
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
は
自
宅
の
中
な
ど
屋
内
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」

　
終
了
「
原
子
力
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
す
」

◆
避
難
訓
練
（
塩
津
小
学
校
区
の
み
）　
７
時
30
分
〜

① 

防
災
行
政
無
線
で
訓
練
の
開
始
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　 

　「
訓
練
参
加
の
み
な
さ
ん
は
、
直
ち
に
避
難
集
合
場
所

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
」

② 

自
治
会
単
位
で
避
難
集

合
場
所
に
集
合
し
、
バ

ス
で
長
浜
市
民
体
育
館

ま
で
避
難
し
ま
す
。
原

子
力
防
災
研
修
や
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
説

明
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

訓
練
を
行
い
ま
す
。

▲昨年度の避難行動の様子

▲捕獲されたハクビシン

随時募集（先着順）により市有地を売却します
                             問財産活用室（☎６５－１７１７）

　予定価格（最低売却価格）以上で最初に申し込んだ人

を買受人に決定し売却します。申込資格や売却条件等

の詳細については、市ホームページまたは担当課まで

お問い合わせください。申込みのあった時点で受付を

終了します。

【申込み】
　申込書を11月10日（木）～平成29年２月10日（金）に財

産活用室〈東館４階〉へ。申込書は市ホームページか

らダウンロードできるほか、担当課と北部振興局地域

振興課、各支所にあります。

所在地 地目 面積 最低売却価格

１ 長田町１００番 宅地 ２６４．１２㎡ ２，３２４，０００円

２ 西浅井町大浦字狐田２４４５番５ 宅地 ３４４．５８㎡ ５，４１０，０００円

３ 西浅井町大浦字狐田２４４５番６ 宅地 ４０１．１９㎡ ６，４２０，０００円
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https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

10月１日（土）・２日（日）
まちなかが芸術一色に染まる日
　200以上の作家や団体が集まり、アートブースを展開する
「アート・イン・ナガハマ」が開催されました。
　所狭しと並んだ作家たちの作品を眺めて歩くだけでなく、作
家と直接話しながら作品を楽しめるのがこのイベントの魅力。
他にも、巨大なキャンバスに独創的な絵を描くライブペインティ
ング、作品作りが体験できるワークショップや人形劇まつりな
どが催され、街中にアートがあふれる２日間となりました。

10月10日（月・祝）
笑いと感動のパフォーマンス
　世界で活躍するパフォーマーが集まる「大道芸フェスタ in虎
御前」が、虎姫生きがいセンター前で開かれました。
　パントマイムやジャグリング、バルーンアートなど様々なジャ
ンルのパフォーマーが出場し、華麗な技で観客を魅了しました。
　他にも、多くの飲食ブースやフリーマーケットが軒を連ねた
ほか、パフォーマーが会場内を巡ってコミカルな動きで笑顔を
振りまくなど、盛りだくさんのイベントとなりました。

10月９日（日）
勇壮な武者行列が戦国時代を再現
　中心市街地一帯で「豊公まつり」が行われ、市内外から多く
の見物客が訪れました。
　賤ヶ岳の合戦で柴田勝家を破った豊臣秀吉の凱旋を再現した
武者行列では、甲冑をまとった武者や稚児たちが豊国神社を出
発し、商店街などを練り歩きました。
　武者が辻々で勇ましく見得を切る姿や、子ども武者が上げる
勝どきなどのパフォーマンスが観客を沸かせました。

10月15日（土）
街中に鮮やかな着物の華が咲く
　中心市街地一帯で「長浜きもの大園遊会」が開催され、700人
を越える人々が着物姿でのまち歩きを楽しみました。
　スペシャルゲストとして招かれたのは、NHK大河ドラマ「真
田丸」で石田三成を演じた山本耕史さん。参加者は、石田三成
や長浜について語る山本さんの魅力に触れました。
　豪華景品が当たる恒例の大抽選会では、滋賀県出身の女優堀
田真由さんが登場。爽やかな笑顔でプレゼンターを務めました。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

9月19日（月・祝）
あま～い！自然栽培のコメづくり　
　木之本町杉野で、新潟県十日町市の農家、戸邊秀治さんを講
師に迎え「自然栽培稲刈り実践勉強会」が行われました。
　戸邊さんの農法は、田植えから稲刈りまで常に水を張るため、
除草の必要がなく農薬を使いません。微生物が繁殖しやすく肥
料も不要。この農法で作られるコメはとても甘みが強く、高値
で販売されます。参加者はこの農法を習得し、収益の確保につ
なげていきたいと意気込んでいました。

９月24日（土）
湖北の魅力を体感　
　湖北地域を巡り、そのよさを体感するイベント「LOVE FOR 
KOHOKU 2016」が開催されました。
　150kmと90kmのコースに分かれて湖岸道路や奥琵琶湖パーク
ウェイなどを自転車で巡る「湖北ロングライド」や、豊公園を
会場に巨大迷路やステージイベントなどが行われ、大勢の人が
訪れました。ロングライドには128人が参加し、秋晴れの奥琵琶
湖の風景を眺めながら、さわやかな汗を流しました。

９月24日（土）
トーチウォークでPR
　知的しょうがいのある人たちが、スポーツを通じて社会参加
や自立を目指す「スペシャルオリンピックス」を広く知っても
らうため、中心市街地でトーチウォークが行われました。
　“We are the torch walk”の声とともに市街地を歩いてPR。
曳山博物館広場では、ウォークを企画した長浜ロータリークラ
ブから、スペシャルオリンピックス滋賀・湖北支部に卓球のロ
ボマシン、フロアホッケーの防具等を寄贈する式典が行われま
した。

９月30日（金）
102歳の石田さん　ご長寿を祝って　
　敬老の日・老人月間にあわせて、市内男性最高齢者の石田正
夫さんを藤井市長が訪問しました。
　石田さんは、市長からお祝いと激励の言葉をかけられると、
笑顔で応じ、祝賀品のタオルセットを受け取りました。
　魚よりも肉が好きで、調理も時々楽しむと話す石田さん。こ
れからもお元気でお過ごしください。
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市政の動き
（９月16日～10月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

10月７日（金）
第２回長浜市建築審査会
担当課：建築住宅課 （☎65－6533）

建築基準法第43条第１項ただし書きの許可について説明を受け、
同意しました。また同条に基づく事後報告について承認しまし
た。

10月11日（火）
第５回田村駅周辺整備基本構想策定懇話会
担当課：都市計画課 （☎65－6562）

田村駅周辺整備基本構想（案）について、市から説明を受け、意見
交換を行いました。

10月13日（木）　
長浜市指定管理者選定委員会第２委員会
担当課：行政経営改革課（☎65－6702）

指定管理者候補について審査を行った結果、湖北みずどりステー
ションは湖北水鳥ステーション株式会社、田村駅周辺駐車場及び駐
輪場は公益社団法人長浜市シルバー人材センター、余呉茶わん祭の
館は丹生茶わん祭保存会を候補として適当と判断しました。

総
合
健
診
の
日
程
を
追
加
し
ま
す

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
９
）

屋
根
の
雪
下
ろ
し
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

　
総
合
健
診
の
日
程
を
追
加
し
ま
す
。
総
合
健
診
は
が
ん
検
診

や
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
、
生
活
習
慣
病
健
診
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
健
診
を
半
日
で
ま
と
め
て
受
け
ら
れ
ま
す
。
健
診
が
ま

だ
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

12
月
15
日
（
木
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

12
月
17
日
（
土
）
長
浜
市
保
健
セ
ン
タ
ー

【
受
付
時
間
】

　
９
時
15
分
〜
11
時

【
実
施
す
る
健
診
】

　
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
）、
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
、
生
活
習
慣
病
健
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　※ 

受
診
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。
各
健
診
で
対
象
年
齢
・
料

金
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
健
康
推
進
課

　
〒
５
２
６

－

０
８
４
５
　
小
堀
町
32

－

３

　
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
内

　
☎
６
５

－

７
７
５
９

　
お
年
寄
り
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
自
力
で
雪
下
ろ

し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
人
に
、
雪
下
ろ
し
事
業
者
や
団
体
等

を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
次
の
情
報
を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
対

応
で
き
る
事
業
者
や
団
体
、
情
報
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
情
報
】

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
を
行
う
事
業
者
、
除
雪
グ
ル
ー
プ
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

①
事
業
者
名
（
団
体
名
）

②
代
表
者
名

③
住
所

④
電
話
番
号

⑤
作
業
単
価

⑥
対
象
区
域

【
集
中
募
集
期
間
】

　
11
月
14
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
か
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

で
左
記
ま
で
。

※
集
中
募
集
期
間
終
了
後
も
、
随
時
募
集
し
ま
す
。

受
付
・
連
絡
先

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉

〒
５
２
６

－

８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

☎
６
５

－

７
７
８
９

 

６
４

－

１
４
３
７

*ko
u
rei-kaigo

@
city.n

agah
am
a.lg.jp
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虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　
11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

問
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室
（
☎
６
５

－
6
5
4
4
）

児
童
虐
待
と
は

　
家
庭
内
で
の
し
つ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
子
ど
も
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
行
為
で
す
。

●
身
体
的
虐
待
…
殴
る
・
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
な
ど

●
性
的
虐
待
…
… 

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ

る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
… 

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ

ど
く
不
潔
に
す
る
、
学
校
へ
登
校
さ
せ
な
い

な
ど

●
心
理
的
虐
待
… 

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

■
気
に
な
る
サ
イ
ン
を
見
つ
け
た
ら

　「
子
ど
も
を
ひ
ど
く
叱
っ
て
い
る
」
な
ど
、
日
常
的
で
は
な

い
け
れ
ど
、
気
に
な
る
親
子
の
様
子
が
あ
っ
た
ら
、
可
能
な
ら

声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
育
児
の
悩
み
を
話
せ
る
相
手
が
い

れ
ば
、
心
が
少
し
穏
や
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
あ
な
た
が
受
け
止
め
き
れ
な
か
っ
た
ら
、
無
理
す
る

こ
と
な
く
、
通
告
・
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

者
や
通
報
者
の
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
虐
待
だ
と
は
っ
き

り
し
な
く
て
も
、
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
だ
け
で
結
構
で
す
。

　
相
談
機
関
は
、
幼
い
生
命
を
一
番
に
考
え
て
、
責
任
を
持
っ

て
対
応
し
ま
す
。
虐
待
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

子
育
て
に
不
安
の
あ
る
家
庭
を
支
援
し
、
子
ど
も
が
安
全
で
、

健
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
今
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
相
談
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

に
大
き
な
傷
を
残
し
、
成
長
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
が
な
い
か
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

　
子
育
て
中
の
あ
な
た
が
深
い
寂
し
さ
に
襲
わ
れ
た
り
、
子
育

て
を
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
り
、
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
子
ど

も
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
逆
に
子
育
て
を
放
棄
し
た
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
受
話

器
を
取
っ
て
、
子
ど
も
虐
待
防

止
の
た
め
に
電
話
で
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
抱
え
込
ま
ず
に
誰

か
に
S
O
S
を
出
す
こ
と
で
、

き
っ
と
解
決
策
が
見
つ
か
り
ま

す
。

　
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子

ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
同
様

に
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支

援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
に

な
り
ま
す
。

虐待通告・児童相談に関する連絡先

長浜市役所

家庭児童相談室

☎６５-６５４４

月～金　８時３０分～１７時１５分

※時間外・土・日・祝日は市役所

代表（☎62-4111）へ

彦根子ども家庭

相談センター

☎０７４９-２４-３７４１

月～金　８時３０分～１７時１５分

虐待ホットライン

(県内全域)

☎０７７-５６２-８９９６

24時間対応　ＦＡＸ可

児童相談所

全国共通ダイヤル

☎１８９（いちはやく） 24時間対応　
※一部のＩＰ電話からはつながりません。

こころんダイヤル

子育て ・ いじめ ・ 不

登校 ・ 非行など…

子どもの悩みや家庭

の悩みの電話相談

☎０７７-５２４-２０３０

☎０１２０-０７８-３１０

（24時間子どもSOSダイヤル）
０７７-５２８-４８５５

※土 ・ 日 ・ 祝日を含む毎日

　　（年末年始を除く） ９時～21時

虐
待
相
談
　
Q
&
A

Q 

け
が
を
し
て
泣
い
て
い
る
子
ど
も
が
歩
い
て
い
ま
し

た
。
ど
う
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
で
す
か
。

A 

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
通
報
で
き

な
く
て
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
心
配
し
て
く
れ
る

大
人
が
い
る
、
と
い
う
だ
け
で
も
元
気
に
な
れ
る
は

ず
で
す
。

Q 

近
所
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
夫
婦
げ
ん
か
が
多

く
、
怒
鳴
り
声
や
物
を
投
げ
る
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

こ
れ
っ
て
虐
待
で
す
か
。

A 

子
ど
も
の
前
で
激
し
い
夫
婦
げ
ん
か
を
す
る
の
は
心

理
的
な
虐
待
で
す
。

　 

目
の
前
で
お
互
い
を
の
の
し
り
合
う
両
親
の
姿
や
、

暴
力
の
場
面
を
見
せ
ら
れ
る
の
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
怖
く
て
悲
し
く
て
大
変
傷
つ
き
ま
す
。

Q 

近
く
の
家
で
、
子
ど
も
の
激
し
い
泣
き
声
や
大
人
の

怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
心
配
で
す
が
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

A 

児
童
虐
待
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
変
だ
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
家
庭
児
童
相
談
員
が
状
況
を

確
認
し
て
適
切
に
対
応
し
ま
す
。
た
と
え
虐
待
で
は

な
く
て
も
、
親
へ
の
支
援
に
繋
が
り
、
虐
待
予
防
の

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

Q 

し
つ
け
と
虐
待
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
の

で
す
か
。

A 

虐
待
か
ど
う
か
は
、
保
護
者
の
意
図
に
関
わ
ら
ず
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
つ
け
と
は
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
発
達

の
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
体
や
心
に
傷

を
与
え
る
ほ
ど
の
行
為
は
、
虐
待
と
な
り
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
を

発
行
し
ま
す問彦

根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　
　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
☎
６
５

－

７
８
４
１
）

11
月
８
日
は「
い
い
歯
の
日
」

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
９
）

11
月
27
日
（
日
）
は

ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
そ
の

年
の
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
）。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
今
年
１
月
か
ら
９
月
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
人
は
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
12
月
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
彦
根
年
金
事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
再
発
行
専
用
）

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

認
知
症
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
と
　
き
】
11
月
19
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】
高
月
支
所
（
高
月
町
渡
岸
寺
）

【
内
　
容
】

　
講
座
「 

認
知
症
は
身
近
な
病
気
で
す
〜
認
知
症
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？
〜
」

　
　
　
セ
フ
ィ
ロ
ト
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
　
板
東 

宏
樹 

氏

【
申
込
み
】
11
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
と
一
緒
に
歩
む
市
民
の
つ
ど
い

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域
で
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

【
と
　
き
】
11
月
27
日
（
日
）
13
時
20
分
〜
（
12
時
開
場
）　

【
と
こ
ろ
】
虎
姫
文
化
ホ
ー
ル
（
宮
部
町
）

【
内
　
容
】

○ 

講
演
「
認
知
症
で
も
大
丈
夫
!
〜
地
域
で
つ
な
が
り
あ
っ

て
、
も
っ
と
楽
に
、
楽
し
い
日
々
を
〜
」

　
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
研
究
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田 

久
美
子 

氏

○
活
動
報
告
　
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
番
場

　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
ー
と
ら
ん
ど

　
　
　
　
　
　
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
い
ぶ
き
の
会
）

　
そ
の
他
、
認
知
症
予
防
体
操
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
体
験
、
個

別
相
談
（
認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
）

口
の
中
だ
け
で
な
く

全
身
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
歯
周
病

　
市
が
過
去
５
年
間
（
平
成
23
〜
27
年
度
）
に
実
施
し
た
歯
周

病
検
診
の
結
果
か
ら
、
加
齢
と
と
も
に
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い

る
人
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
歯
周
病
は
歯
を
失
う
最
大
の
原
因
で
す
。
自
分
の
歯
が
少
な

く
な
る
と
噛
む
力
が
減
り
、
軟
ら
か
い
食
品
を
選
ぶ
こ
と
で
早

食
い
や
過
食
と
な
り
肥
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
常
に
歯
周
病
を
わ
ず
ら
っ
て
い
る
と
歯
周
病
菌
が
血

液
中
に
入
り
込
み
、
糖
尿
病
の
悪
化
や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
歯
周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

● 
口
内
の
状
態
に
適
し
た
歯

ブ
ラ
シ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な

ど
を
使
っ
て
て
い
ね
い
に

磨
く
。

● 

食
事
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ

る
。（
ひ
と
口
30
回
）

● 

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

で
定
期
検
診
を
受
け
、
必

要
に
応
じ
て
歯
石
除
去
や

む
し
歯
の
治
療
、
入
れ
歯

の
調
整
な
ど
を
受
け
る
。

●
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。

問
合
せ

　
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
９
）

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
各
施
設
と
も
）

　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　
12
月
29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）
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人権クロスワードパズルに挑戦！

ヨコのカギ
１　 カーニバルで有名。ブラジルを代表する音楽
３　 かけがえのない○○○、大切にしよう。
５　 干支（えと）の12番目の動物
７　 四季のひとつ。もっとも寒いのは？
９　 恩を○○で返すことはやめましょう
11　 湖国の特産品、フナ○○
13　 ブルーは青色、レッドは赤色、グリーンは何色？
15　 スポーツの祭典。2020TOKYO
17　 さあ、どちらが勝つか。○○引き
19　  牛乳、砂糖、卵の黄身などを混ぜ合わせて凍ら

せた食べ物

　12月４日～10日は「人権週間」です。クロスワー
ドパズルに挑戦しながら、今一度人権について考えて
みませんか。
　ア～カを並びかえ、□にあてはまる言葉を作ってく
ださい。正解者の中から抽選で記念品（図書券）をお贈
りします。
【応募締切】　12月９日（金） ※必着
ハガキに答えと、住所・氏名・年齢および人権につい
て何かひと言を書き添えて、下記までお送りください。

【こたえ】

障害者や高齢者に優しい□□□□□□社会の実現を目指しましょう。
タ
テ
の
カ
ギ

１
　
紙
幣
や
硬
貨
を
入
れ
て
持
ち
歩
く
も
の

２
　
米
原
市
醒
井
。
清
流
に
咲
く「
○
○
カ
モ
」に
癒
さ
れ
ま
す

３
　「
三
献
の
茶
」
で
秀
吉
に
引
き
立
て
ら
れ
た
湖
北
の
武
将

４
　
金
銭
を
贈
る
と
き
に
使
う
○
○
袋

６
　
大
洪
水
、
人
や
動
物
を
乗
せ
た
○
○
の
方
舟

８
　
狭
い
道
路
、
笑
顔
で
○
○
○
○
○

10
　
コ
ツ
コ
ツ
と
よ
く
働
く
虫

12
　
武
道
の
極
意
は
、
○
○
・
技
・
体

14
　
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
○
○
書
の
秋

16
　
氷
を
割
る
道
具
、
ア
イ
ス
○
○
○

18
　
案
ず
る
よ
り
○
○
が
易
し

女性の人権ホットライン
☎0570－070－810

強化週間　11月14日（月）～20日（日）
平日８時30分～19時/土日10時～17時

　夫・パートナーからの暴力やストーカー行
為、職場等におけるセクシャル・ハラスメン
トなど、女性をめぐる様々な人権問題につい
て、人権擁護委員・法務局職員が話をうかが
います。ひとりで悩まず、気軽にお電話くだ
さい。 ※通常は平日（８時30分～17時15分）のみ

問 大津地方法務局人権擁護課 （☎077-522-4673）

11月12日～25日は、
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　配偶者等からの暴力、性犯罪、売
買春、セクシャル・ハラスメント、
ストーカー行為等、女性に対する暴
力は、女性の人権を著しく侵害する
ものであり、決して許されるもので
はありません。
　この運動期間をきっかけに、女性に
対する暴力について考え、暴力のない
社会づくりをすすめましょう。
問 市人権施策推進課（☎65-6560）

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

■応募・問合せ先
〒526－0031 八幡東町253－４
大津地方法務局長浜支局内　長浜人権擁護委員協議会 
「人権クロスワードパズル係」あて
（☎６２－０５６５）
※ご記入いただいた住所・氏名等は、その他の目的には使用しません。

1 2 3 4

5 6

7 8 9 10

11 12 13 14

15 16

17 18

19

ア

イ ウ

エ

オ

カ
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 ア

ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
の

　
　
み
な
さ
ん
を
歓
迎

　
長
浜
市
の
国
際
姉
妹
都
市
で
あ
る
ド
イ

ツ
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
か
ら
、
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
・
キ
ー
フ
ァ
ー
副
市
長
ら
市
幹
部

の
使
節
団
５
人
が
長
浜
市
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　
長
浜
市
出
身
の
ヤ
ン
マ
ー
創
業
者
山
岡

孫
吉
氏
が
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
発

明
し
た
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
博
士
の

顕
彰
碑
を
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
に
建
立
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
1
9
5
9
年
に

姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
以
来
57

年
間
に
お
よ
ぶ
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
玄
関
で
、
私
や
副
市
長
、
教
育

長
、
そ
し
て
甲
冑
姿
や
「
三
成
く
ん
」
な

ど
に
扮
し
た
市
職
員
が
、
ド
イ
ツ
国
旗
の

小
旗
を
振
っ
て
出
迎
え
ま
し
た
。
私
は

「
グ
ー
テ
ン
タ
ー
ク
（
ド
イ
ツ
語
で
こ
ん

に
ち
は
）」
と
挨
拶
し
て
歓
迎
し
、
キ
ー

フ
ァ
ー
副
市
長
も
日
本
語
で
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
明
る
い
笑
顔
で
挨
拶
さ
れ
、
友
好

の
懇
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
キ
ー

フ
ァ
ー
副
市
長
は
「
豊
か
な
歴
史
と
文

化
、
芸
術
を
持
つ
長
浜
に
来
ら
れ
て
大
変

嬉
し
い
。
学
生
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
な
ど

様
々
な
分
野
で
人
と
人
と
の
出
会
い
が
大

切
。
今
後
も
大
い
に
交
流
を
深
め
よ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
も
、「
今

年
８
月
に
は
、
長
浜
市
か
ら
の
青
年
使
節

団
を
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
、
芸
術
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
深
め
て
未
来
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
新
し
い
市
役
所
庁
舎
や
黒
壁

周
辺
、
ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
高
月

の
国
宝
十
一
面
観
音
な
ど
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

長
浜
市
の
経
済
界
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
、
国
際
交
流
協
会
、
文
化
芸
術
協
会
、

青
年
使
節
団
の
O
B
な
ど
多
く
の
人
が
集

い
、
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
後

も
固
い
友
好
の
絆
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。

市長
コラム◯76

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

産
婦
人
科
に
お
け
る

腹
腔
鏡
下
手
術
に
つ
い
て

　
当
院
は
湖
北
地
区
で
唯
一
、
腹
腔
鏡

技
術
認
定
医
と
婦
人
科
腫
瘍
専
門
医
が

い
る
病
院
で
す
。
子
宮
筋
腫
、
卵
巣
腫

瘍
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
外
妊
娠
な
ど

良
性
疾
患
に
お
け
る
手
術
は
腹
腔
鏡
下

手
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
腹
腔
鏡
下
手
術
は
、
従
来
の
開
腹
手

術
に
比
べ
て
傷
が
非
常
に
小
さ
い
た

め
、
美
容
面
で
優
れ
ま
す
。
ま
た
、
痛

み
も
少
な
く
、
手
術
後
の
回
復
が
早
く
、

早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
で
す
。
手
術

の
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
入
院
期
間

も
開
腹
手
術
よ
り
短
く
な
り
ま
す
。
子

宮
や
卵
巣
の
手
術
で
は
特
に
有
用
な
手

術
法
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
先
般
の
報
道
に
よ
り
腹
腔

鏡
下
手
術
は
難
し
く
て
、
合
併
症
が

多
い
と
い
う
印
象
を
お
持
ち
の
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
院

で
は
、
学
会
が
認
定
す
る
、
高
度
な
知

識
と
技
術
を
持
っ
た
内
視
鏡
技
術
認
定

医
が
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
腹
腔
鏡
下

手
術
に
入
り
、
安
全
に
手
術
が
行
わ
れ

て
い
る
か
を
監
視
し
て
い
る
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
、

卵
巣
が
ん
、
外
陰
が
ん
な
ど
婦
人
科
腫

瘍
も
積
極
的
に
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
が
ん
の
専
門
病
院
で
研
修
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
他
の
病
院
と
比
較

し
て
も
質
の
高
い
手
術
、
抗
が
ん
剤
治

療
、
放
射
線
治
療
を
提
供
し
ま
す
。

　
が
ん
は
〝
な
っ
て
か
ら
〞
治
療
を
す

る
よ
り
〝
な
る
前
か
ら
〞
治
療
す
る
の

が
大
切
で
す
。
不
正
出
血
が
あ
っ
た
り
、

が
ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
に
な
っ

た
人
も
、
ま
ず
は
当
院
外
来
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
開
業
医
で
受
診
し
て
い
る
場
合
で

も
、
当
院
を
指
定
す
る
こ
と
で
紹
介
状

が
も
ら
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　 （
☎
６
８

－

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院診療局産婦人科
部長 高橋　顕雅

市立病院通信‒◯‒67

▲ アウグスブルク市副市長と
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姉妹都市アウグスブルク市を訪問しました
 問市民活躍課（☎６５－８７１１）

第46回滋賀県芸術文化祭参加事業
「第41回長浜市芸術文化祭」 行事11月下旬～12月上旬開催事業

 問長浜文化芸術会館（☎６３－７４００）

　８月21日（日）～31日（水）の11日間、長浜

市青年使節団10人が、姉妹都市であるアウ

グスブルク市（ドイツ）を訪問しました。同

市とは昭和34年（1959年）に姉妹都市提携を

結んでおり、青年使節団の派遣は今回で５

回目です。団員たちは市への表敬訪問や各

地への視察を行ったほか、青年同士のプロ

グラムやホームステイを通して現地の人々

と心温まる交流を行いました。

長浜市青年使節団　副団長　石地瞳美さん（29歳）
　ホームステイや地元青年との交流など、普通の旅行では

経験できない貴重な体験ができました。FCアウグスブル

クのユニフォームを着て街を歩くと、地元の人々が気さく

に声をかけてくれました。ネットなどで旅行した気分にな

ることはできますが、実際に人と関わり、雰囲気・匂い・

音など感じなければわからない事が多くありました。多

くの良縁に恵まれ、今後も交流を続けていきたいです。

▲現地青年クラブとのドイツ伝統料理教室 ▲FCアウグスブルクスタジアムの見学▲フェアウェルパーティー（お別れ会）の様子

◇ふれあいフェスティバル
　2016in六荘
11月19日（土）９時～16時/六荘公民
館/公民館サークルの作品展示、芸能
発表会。園児の絵画展示や工作コー
ナー、模擬店、お祭りも開催。

◇岳心流びわこ岳心会
　秋季吟唱発表会
11月20日（日）10時 ～16時/虎 姫 文 化
ホール/びわこ岳心会による吟詠発
表。構成吟詠もあります。

◇第25回滋賀県少年少女合唱祭
　長浜大会
11月23日（水・祝）13時～16時/長浜文
化芸術会館/県少年少女合唱連盟に加
盟する県内12の合唱団が日頃の成果
を発表。中学生以上の合同合唱曲も
演奏。

◇第７回 伊香美術展覧会
11月26日（土）～11月29日（火）９時～
17時/木之本運動広場 体育館/幼児・
児童・生徒の部の作品（平面、立体、
硬筆、毛筆）と一般の部の作品（平面、
書、立体・工芸、手芸、写真）を展示。

◇第58回長浜文学祭
11月27日（日）13時30分～15時30分/長
浜市民交流センター/一般公募による
文芸作品（小説、随筆、詩、短歌、俳句、
冠句、川柳、情歌）の中から、優秀作
品の表彰と発表。作品集「長浜文学」
の刊行。

◇B・O・ジャパン　ライブ!!
　晩秋に想いをよせて～
11月27日（日）12時～14時/浜湖月/大正
琴「四季の会」メンバーのユニット
「B・O・ジャパン」が様々なジャン
ルの音楽をお届けします。他楽器と

のコラボ・歌・トークで楽しいひと
ときを/5,000円（食事付限定80人）

◇朗読にじいろ～艸千里へ～
11月27日（日）13時30分～15時/長浜市
民交流センター/吉四六さん、彦一と
んち話など九州に伝わる昔話や、九
州を舞台にした物語を朗読します。

◇第50回 長浜日曜画家展
12月２日（金）～４日（日）９時～17時
（最終日は16時まで）/長浜文化芸術会
館/会員の作品（洋画、日本画、デッ
サン）30点あまりを展示。

◇MOA美術館湖北児童作品展
12月３日（土）～４日（日）９時～17時
（最終日15時まで）/長浜文化芸術会
館/長浜市・米原市の小学生の絵画作
品の中から入選、入賞した作品の展
示と、優秀作品の表彰式を行います。

※参加費表記のない
　行事は入場無料
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毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る
長
浜
曳
山
ま

つ
り
で
は
、
長
浜
の
旧
町
（
江
戸
時
代

に
長
浜
町
だ
っ
た
地
域
）
の
狭
い
道
路

を
大
き
な
曳
山
が
ゆ
っ
く
り
と
往
来
し

ま
す
。
そ
の
と
き
に
曳
山
の
後
ろ
に
一

際
大
き
な
幕
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
に

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
幕
は
「
見み
お
く
り
ま
く

送
幕
」

と
呼
ば
れ
、
曳
山
の
幕
の
中
で
最
大
の

も
の
で
す
。

　
こ
の
見
送
幕
は
、
全
13
基
の
曳
山
の

う
ち
、
長な
ぎ
な
た
や
ま

刀
山
と
猩
し
ょ
う
じ
ょ
う々

丸ま
る

を
除
く
11
基

の
曳
山
の
背
面
を
飾
る
も
の
で
、
日
本

製
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
、
中
国
製
の
も
の

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
最

も
古
く
大
変
貴
重
な
美
術
工
芸
品
と
し

て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
が
、
翁
お
き
な
ざ
ん山

（
伊
部
町
組
）
と
鳳ほ

う

凰お
う

山ざ
ん

（
祝
い
わ
い
ち
ょ
う町

組
）
の
見
送
幕
で
、
い
ず

れ
も
16
世
紀
に
ベ
ル
ギ
ー
で
制
作
さ
れ

た
秀
逸
な
作
品
で
す
。
こ
の
２
枚
の
幕

は
、
も
と
は
い
ず
れ
も

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
制
作
さ
れ
た

室
内
を
美
し
く
飾
る
壁

掛
）
と
し
て
制
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
翁
山
の
見
送
幕
は
、

二
人
の
武
将
が
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
何
を
題

材
に
し
た
の
か
定
か
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
色

彩
や
織
り
か
ら

ベ
ル
ギ
ー
の

オ
ー
ド
ナ
ル
ド

で
制
作
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
こ

の
幕
は
現
在
ま

つ
り
で
は
使
用

せ
ず
、
平
成
５

〜
６
年
度
に
か

け
て
復
元
新
調
し
た
同
じ
図
柄
の
も
の

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
鳳
凰
山
の
見
送
幕
は
、
ト
ロ
イ
ア

戦
争
を
題
材
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
祇
園
祭
の
鶏
に
わ
と
り

鉾ぼ
こ

の
見
送
幕
・
霰
あ
ら
れ

天て
ん

神じ
ん

山や
ま

の
前ま
え

懸か
け

と
と
も
に
本
来
は
１
枚

の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
で
し
た
。
こ
の
幕

は
、
売
買
証し
ょ
う

文も
ん

に
よ
れ
ば
、
文
化
14
年

（
１
８
１
７
）
に
京
都
四
条
新
町
の
藤

倉
屋
十
兵
衛
か
ら
２
０
０
両
で
購
入
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
幕
は
、

現
在
も
現
役
の
幕
と
し
て
ま
つ
り
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
鳳
凰
山
の
曳
山
本
体
お

よ
び
山
蔵
は
、
文
化
15
年
（
１
８
１
８
）

３
月
に
一
度
燃
失
し
て
い
ま
す
。
見
送

幕
を
購
入
し
て
ち
ょ
う
ど
１
年
後
の
こ

と
で
す
が
、
幸
い
に
も
難
を
逃
れ
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
約
２
０
０
年
、
２
枚
の
見

送
幕
の
制
作
か
ら
考
え
れ
ば
約
４
０
０

年
の
時
を
経
て
、
現
在
私
た
ち
が
こ
れ

ら
の
貴
重
な
作
品
を
長
浜
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
非
常
に
幸
運
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
こ
の
２
枚
の
幕
を
含
め
た

曳
山
を
飾
る
幕
類
は
、
平
成
４
年
の
調

査
時
点
で
新
旧
合
わ
せ
て
３
３
０
枚
あ

り
、
な
か
に
は
高
価
な
織
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
幕
を

揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
長
浜
の

町
人
の
ま
つ
り
へ
の
情
熱
や
努
力
、
そ

し
て
高
い
経
済
力
と
文
化
性
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

67

長浜祭鳳凰山飾毛綴（所有者:鳳凰山組）
長浜祭翁山飾毛綴（所有者:翁山組）

指定年月日 :昭和24年５月30日

重要文化財

問

長
浜
市
曳
山
博
物
館

　 

（
☎
６
５

－

３
３
０
０
）

▲長浜祭鳳凰山飾毛綴

▲長浜祭翁山飾毛綴
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市
で
は
、
来
年
３
月
に
開
通
す
る
小
谷
城
ス
マ
ー
ト

I
C
周
辺
を
「
新
し
い
農
業
」
の
拠
点
と
し
て
農
業
経
営

の
多
角
化
や
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
雇
用
の
拡
大
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
地
元
生
産
者
や
民
間
企
業
、
農
業
団
体
、
大

学
、
研
究
機
関
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
6

次
産
業
化
に
繋
が
る
作
物
の
実
証
栽
培
や
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
、 

そ
の
内
容
や
成
果
を
広
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト

f
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
『
N
A
V

－

n
e
t
（
ナ
ブ

ネ
ッ
ト
）』
を
開
設
し
ま
し
た
。 

　
市
政
情
報
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
、
研
修
会
や
交
流
会

等
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
6
次
産

業
化
を
進
め
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
等
に
活
用
し
ま

す
。

　
ぜ
ひ
「
N
A
V

－

n
e
t
」
の

ホ
ー
ム
画
面
の
「
い
い
ね
!
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
f
a
c
e
b
o
o
k
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
ま
ず
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
）

　「
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
」で
検
索
、ま
た

は
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.facebook.com

/

nagaham
aagriventurenet/

明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
、豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
む
家
庭
づ
く
り
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
巡
回
展

問
生
涯
学
習
課
（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト

f
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
開
設

問
商
工
振
興
課
（
☎
６
５

－
８
７
６
６
）

　
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
で
は
、「
明
る
い
家
庭

づ
く
り
標
語
」
の
募
集
を
行

い
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校

生
、
一
般
の
み
な
さ
ん
か
ら

８
，
３
６
２
点
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
特
選
作
品
、
入
選

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
と
の
共
催
で
、

小
・
中
学
生
に
「
豊
か
な
心

を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
絵

画
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
を
行
い
、
優
秀
作
品
・
入
選
作
品
を

選
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
標
語
と
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
・
優
秀
作
品
の

展
示
を
４
会
場
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

◆
イ
オ
ン
長
浜
店
　
　
　
　

　
10
月
27
日
（
木
）〜
11
月
3
日
（
木
）

◆
平
和
堂
木
之
本
店

　
11
月
5
日
（
土
）〜
13
日
（
日
）

◆
西
友
長
浜
楽
市
店

　
11
月
15
日
（
火
）〜
27
日
（
日
）

◆
虎
姫
文
化
ホ
ー
ル

　
11
月
29
日
（
火
）〜
12
月
4
日
（
日
）

ＱＲコード

婚活de
相性がわかる・気持ちつながる

12月11日日開催!
　「個性心理學」に基づいたゲームなどで、気になる人と
の相性をチェックできます。自分と相手の性格や考え方
がわかるので、相性のいい人が見つかるかもしれません。
最後はフリータイムで気になる人といっぱい話そう。
【と　き】
○男性26～36歳の部　10時～12時30分（受付9時30分～）
○男性37～49歳の部　14時30分～17時（受付14時～）
※女性は、希望する部門にお申込みください。
【ところ】臨湖（港町）
【内　容】個性心理學でゲーム、フリートークなど
【参加費】男性3,500円　女性1,500円
※スイーツ・ドリンク付き

【定　員】各回男女各12人（申込多数の場合は抽選）
【対　象】26歳～49歳の独身男女

男性は市内在住または在勤の人、もしくは市内
に移住できる人

【申込み】11月23日（水）までに直接窓口または申込用紙に
記入の上、郵送またはFAXで下記まで。

※ 申込用紙は、臨湖・社会福祉課・北部振興局・各支所
にあります。
問合せ・申込先
　臨湖　　〒５２６－００６７　港町４－９　
　　　　　☎６５－２１２０　 ６３－３２３５

個性心理學
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有料広告欄

【参加費】各大人1,000円　中学生以下
500円

【定　員】各30人（先着順）
【対　象】市内在住または通勤・通学

している人
【持ち物】作品を持ち帰る袋、小型ス

コップ
【申込み】11月７日（月）９時から電話

で下記まで。
問・申長浜市住みよい緑のまちづくりの

会事務局（☎６５－６５４１）
◆魚のさばき方教室
【と　き】12月３日（土） 14時～16時
【ところ】長浜公民館（高田町）
【参加費】 1,000円（材料費・保険料含む）
【対　象】長浜市または米原市在住の人
【定　員】10人（定員を超えた場合は抽

選）
【持ち物】エプロン、三角巾、出刃包丁、

刺身包丁、まな板、持ち帰
り用タッパー、ふきん、筆
記用具

【申込み】11月14日（月）17時までに電
話かメールで下記まで。（水
曜、日曜、祝日休み）

問・申長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）
　　*nagasijo@mx.bw.dream.jp

募　　集
◆YOU 弁 in Nagahama
スピーチ発表者募集。外国語でスピー
チしませんか。
【と　き】12月10日（土）　13時～
【ところ】多文化共生・国際文化交流ハ

ウスGEO（神照町）
【対　象】日本語でスピーチする外国籍

の人５人、外国語でスピーチ
する日本人５人

【申込み】11月30日（水）までに電話で下
記まで。

問長浜市民国際交流協会
　（☎６３－４４００）

相　　談
◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。
【と　き】11月11日（金）
　　　　 13時30分～16時

【ところ】浅井支所（内保町）
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）
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女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 11月19日（土）12時～16時
　　　　 12月１日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

結婚相談
【長浜地域】 11月24日（木） 18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】 11月25日（金） 17時～19時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】 11月25日（金） 19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】 11月25日（金） 18時～20時

虎姫公民館（田町）
【湖北地域】 11月17日（木） 18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】 11月９日（水） 13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】 11月17日（木） 15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】 11月26日（土） 10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】 11月16日（水） 13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）
問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支
援」で検索またはＱＲコード

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

不用品交換情報（10月17日現在）
◆ください（無料）
○都市ガス用コンロ○カロム○電動カート
（高齢者用）○動力ミシン○地デジ対応液晶テ
レビ（32インチ）○卓上電動ミシン（足スイッ
チ付）○ガス炊飯器（都市ガス用）○補助輪付
き子ども用自転車（12インチ）○子ども用ブ
ランコ○一般用自転車（26インチ）○高学年
用自転車（24インチ）○ベビースケール○婦
人用自転車○二層式洗濯機
◆あげます（無料）
○サイクルツイスター○ベビー布団セット（黄
色）○衣類乾燥機○ベビーカー○介護用ポータブ
ルトイレ○電動ベッド○折りたたみ自転車○電
動ミシン
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

11月の税・料
市県民税　　　　　　　　３期
国民健康保険料　　　　　６期
介護保険料　　　　　　　６期
後期高齢者医療保険料　　５期 

長浜米原休日急患診療所
11・12月の診療日のお知らせ
【診療日】　 11月３日、６日、13日、20日、

23日、27日
　　　 　 12月４日、11日、18日、23日、

25日、30日、31日
【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。
※ 受診時は健康保険証・お薬手帳・母子健
康手帳（乳幼児の場合）をお忘れなく。
※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

有料広告欄
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情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

お知らせ
◆相続登記はお済みですか
相続登記をせずに放置すると、手続き
がより複雑になり、時間や費用がかか
るなど思わぬ不利益を受けることがあ
ります。トラブルを防ぎ、自分の権利
を守るためにも早めの相続登記をしま
しょう。大津地方法務局・滋賀県司法
書士会の無料相談会を開催中。
問司法書士総合相談センター
　（☎０７７－５２７－５５４５）

催　　し
◆ながようまつり
ライブ（～Lefa～、ひだまりんLIN）や
和太鼓、お楽しみ企画が盛りだくさん。
カレーライスや焼きそばなど模擬店も
あります。
【と　き】11月12日（土）11時30分～15時
【ところ】長浜養護学校体育館（今町）
※申込不要、参加無料
問長浜養護学校（☎６３－９７２１）

◆ ファミリー健康体力向上事業
　『体力測定会』
今の自分の体力を知り、健康な毎日を
目指そう。
【と　き】11月12日（土）12時30分～17時
【ところ】木之本運動広場体育館（木之本町西山）
【参加費】無料
【対　象】６歳～79歳の男女
【定　員】100人（先着順）
【申込み】11月９日（水）までに名前と

連絡先を電話で下記まで。
問・申文化スポーツ課（☎６５－８７８７）

◆菅山寺・呉枯ノ峰市民登山大会
【と　き】11月13日（日）９時30分～16時

（９時受付開始）
【ところ】木之本駅集合
【持ち物】弁当、お茶、雨具、スパッ

ツ、ストック、手袋、タオル、
帽子、名札

【申込み】11月８日（火）までにハガキ
で下記まで。

問・申  長浜山歩会事務局（高田町10-1 長
浜商工会議所内）（☎６２－２５００）

◆奥びわ湖水の駅まつり
やきいも大会、千人鍋振る舞い、ステー
ジイベント、にぎわいテント村などイ
ベント盛りだくさん。まつりのフィナー
レにはもちまき抽選会をおこないます。
【と　き】11月13日（日） ９時～15時
【ところ】塩津海道あぢかまの里（西浅

井町塩津浜）
問西浅井地域振興イベント実行委員
会事務局（☎８９－０２８１）

◆ 口唇口蓋裂児と共に歩む家族
　交流会・講演会
【と　き】11月13日（日） 10時～12時
【ところ】長浜市民交流センター（地福寺町）
【内　容】講演会「口唇口蓋裂児の言

語療法」、家族交流会
【講　師】聖隷クリストファー大学
　　　　 特任教授 藤原 百合 先生
【参加費】200円
【対　象】口唇口蓋裂児とその家族
　　　　 支援関係者
【申込み】電話で下記まで。
※当日参加も可
問長浜保健所 地域保健福祉係
　（☎６５－６６１０）
◆ピース杯「ユニカール大会」
【と　き】11月20日（日）13時30分～17時
【ところ】高月体育館（高月町東柳野）
【内　容】2人制エンジョイ大会
【対　象】小学4年生以上
【参加費】300円（ピース会員100円）
【申込み】11月15日（火）までに直接また

は電話で下記まで。
問・申 高月総合型スポーツクラブピー

ス事務局（前田接骨院内）
　　（☎８５－２２９１）
◆第30回一日回峰行
紅葉を楽しみ、歴史に触れる絶景コー
ス小谷山を歩きます。帰着後お茶会と
歴史講演会を行います。雨天中止。
【と　き】11月23日（水・祝）　９時～
【ところ】五先賢の館集合（北野町）
【対　象】小学生以上（３年生以下は保

護者同伴）
【参加費】500円（小・中学生は無料）
【定　員】70人（先着順）
【申込み】氏名、電話番号を電話また

はFAXで下記まで。
問五先賢の館
　（☎７４－０５６０/ ７４－０９１０）

◆ ユネスコ無形文化遺産登録推進展示「ユ
ネスコ無形文化遺産登録の意味するもの」

長浜曳山まつりが歩んできた歴史と、
第２次世界大戦を乗り越え、見事に復
活を遂げる様子を紹介します。
【と　き】12月11日（日）まで　９時～

17時（入館は16時30分まで） 
【ところ】曳山博物館（元浜町）
【入館料】大人600円 小中学生300円
※長浜市・米原市の小中学生は無料
問曳山博物館（☎６５－３３００）

講座・教室
 ◆歴史講座「近江商人のくらし」
江戸時代に活躍した近江商人の視点か
ら県内の近代化の歩みを振り返ります。
【と　き】11月10日（木） 13時30分～15時
【ところ】浅井図書館（大依町）
【講　師】東近江市近江商人博物館学芸員

上平 千恵 氏
【受講料】500円
【定　員】50人
【申込み】電話で下記まで。
問・申浅井歴史民俗資料館
　　（☎７４－０１０１）
◆空き家活用でイベント
　「昔のほどよい暮らし」体験
古き良き昔の慣習やおいしいものを見
直し、地域の人や移住希望者など色々
な人たちと交流します。
【と　き】11月20日（日） 10時～14時
【ところ】旧北村医院（鳥羽上町761）
【内　容】しめ縄づくり、地元の食材

を使ったランチ「鉢もんバ
イキング」など。

【参加費】無料（ランチ希望者 大人300
円、小人100円）

【申込み】11月16日（水）までにFAXか
メールで下記まで。

問いざない湖北定住センター
　（☎５０－１０１９/ ５０－１０１８）
　*cohok-style@leto.eonet.ne.jp

◆ お花の寄せ植えを楽しんでみませんか
【と　き】12月３日（土）
【ところ】臨湖（港町）
【内　容】「花と緑の寄せ植え教室」10時～

「ハンギングバスケット教室」
13時30分～
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まちの
人口

平成28年10月１日現在 人口 120,351人　　男 58,875人　　女 61,476人　　世帯数 44,970世帯

平成28年９月中の異動 転入 181人   転出 243人   出生 76人   死亡 103人   婚姻 37件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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びわ湖の歌姫（民謡）

塚田　陵子さん（川道町）

お兄ちゃんが大好き♡毎日にこにこ笑顔を

ありがとう♡パパとママのところに生まれ

てきてくれてありがとう♡大好きだよ♡

望藍２歳おめでとう♡

そして徠希・望藍、七五三おめでとう☆

２人いつまでもなかよし兄妹でいてね♡
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自然への畏れ
　日本人の根っこ
　　それは民謡が教えてくれたこと

　「私の民謡を聴いて癒されたり、昔に
戻った気分になってくださったら嬉し
いですね」。そう熱く語るのは民謡歌手
の塚田さん。会社勤めをしながら、休
日は稽古やステージ発表に臨みます。
滋賀や京都が活動の中心で、多い時に
は、月に４回はステージに立っていま
す。
　塚田さんは旧びわ町出身。大学進学
を機に長浜を離れましたが、民謡にの
めり込むうちに地元長浜の風土、冨田
人形や子ども歌舞伎などこのまちが持
つ伝統芸能に惹かれ、４年前にUターン
しました。
　父親の影響で11歳から琴を習い始め、
大学生のときに琴の先生の紹介で、民
謡を始めることに。小さいころから歌

うことが大好きで、民謡との出会いに
よって素朴な日本語の素晴らしさに気
づいたと言います。
　「民謡は、自然と向き合うところに魅
力がある」と塚田さん。人は、大漁や
豊作など自然がもたらす恵みに感謝し、
干ばつや台風などの自然災害にはなす
すべもなく祈る。民謡はこんな人間本
来の想いや営みを描きます。「自然に寄
り添って暮らしていた先人の魂の叫び
である民謡。それは人間も自然の一部
である事を気付かせてくれました。自
然の力にはかないません」と語ります。
　塚田さんは、歌いたい民謡の生地を
訪れます。その民謡で表現されている
情景を実際に見て感じなければ思い
を込めて歌えないからです。また、現

地の人との交流も欠かしません。民謡
の生地に住んでいる人々、人々が寄せ
るまちへの思い。それを知って民謡へ
のイメージを膨らませることで、民謡
をさらに楽しく歌うことができるそう
です。
　最近は歌うだけではなく、民謡を伝
えていく活動にも注力。現在、木之本
で定期的に民謡教室を開いています。
「教室に通ってくださる年配の人たちか
ら学ぶことが多いんですよ」と言いま
す。今後は民謡に本気で取り組みたい
人にマンツーマンで指導できる教室を
開き、民謡を通して日本人のこころを
伝えていけたらと意欲を燃やす塚田さ
ん。大好きな長浜への想いを乗せ、今
日もステージに立ちます。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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